
10月22日（木）　総合避難訓練 ～自分の命を守るために～  

 10月22日（木）、地震の発生後、理科室から火災が発生したことを想定した総合

避難訓練を行いました。  

 子どもたちは、地震が起きたときの身の守り方や、火災が発生した際の避難の仕

方について確認し、放送や先生の指示をよく聞きながら、落ち着いて運動場へ避難し

ました。  

 今回は、消防署の方にもお越しいただき、避難の様子を見ていただくとともに、命を

守るために大切なことを教えていただきました。いざというときには、放送や周囲の指

示をしっかり聞き、慌てずに行動することが大切です。子どもたちは、真剣な表情でお

話を聞いていました。  

 訓練の後には、消防自動車を見学させていただきました。普段はなかなか間近で

見ることのできない消防自動車に、子どもたちは興味津々。消防士の方のお話を聞き

ながら、さまざまな装備や道具を見せていただき、火災から人々の命や暮らしを守る

仕事について学ぶことができました。  

 今回の訓練を通して、災害はいつ起こるか分からないこと、そして、自分の命を自

分で守るために、日頃から正しい知識を身に付け、落ち着いて行動することの大切さ

を学びました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


